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広
報

5月 22日、巌保育所で、人権の花運動が行われ
ました。この運動は、花を育てることで命の大切さ
を知り、優しい心や思いやりが育まれるように行わ
れるものです。この日は、都留人権擁護委員協議会
の金井修会長などから園児たちに花が贈られました。

●人権の花運動
6月 8日、八重山や棡原地区周辺で、第2回八重

山トレイルレースが行われました。今年は、全国から
711人のランナーが集まり、緑豊かな山道を走りま
した。各給水所では、水のほかに、梅やバナナを地域
の方が用意し、ランナーをおもてなししました。

●第2回八重山トレイルレース

6月 15日、もみじホールで、みんなで童謡をう
たおうが行われました。これは、里さくらの会が、子
どもたちに童謡の良さを伝えたいという想いで開催
したもので、当日は市内の音楽家たちが、東山迪子
先生の指導のもと、童謡の素晴らしさを伝えました。

●《街の音楽家》みんなで童謡をうたおう
5月 26日、介護老人福祉施設「桜の里」で、ア

ニマルセラピーが行われました。これは、お年寄り
が動物と触れ合うことで、認知症などの抑制につな
がるといわれているもので、桜の里と帝京科学大学、
上條内科クリニックが協同で行いました。

●「桜の里」でアニマルセラピー

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

4年後の上野原駅周辺、どうなってるんだろう
カメラアングルでも紹介している第２回八重山トレイルレースのショート（約20

キロ）に参加してきました。広報担当としては、山の中でも選手の写真を撮りたいと、
カメラ片手に走り始めたのですが・・・・無理でした。走り始めて1時間もしないう
ちに、そんな余裕がふきとび、2時間を過ぎた頃には、いたるところの筋肉がツリだし、
3時間を過ぎた頃には、『後悔』の二文字 !! なんとか完走したものの『もう出るまい
ッ（出場しない）』と固く誓ったはずが・・・・・・・・。来年も出場します。見かけ
たら応援してください。　　　　　　（八重トレ中毒にかかった広報担当者　大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,382 人 （− 13）
男 ● 12,665 人 （±  0）
女 ● 12,717 人 （− 13）

世帯 ● 10,042 世帯（+14）
平成 26 年 6 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.113     24
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上野原駅周辺整備事業
巻頭　
ど う な る の か な？

４
年
後
の
上
野
原
駅
周
辺
、

ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？



こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
　
　
　
　

平
成
21
年
度
か
ら
「
上
野
原
駅
周

辺
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

協
議
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
平
成

22
年
5
月
に
「
上
野
原
駅
周
辺
整
備

基
本
構
想
」
を
策
定
し
、
平
成
23
年

3
月
に
は
、「
上
野
原
駅
周
辺
整
備
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
基
本
構
想
や
基
本
計
画
を

も
と
に
、
現
在
、
上
野
原
駅
南
口
駅

前
広
場
施
設
等
の
詳
細
設
計
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
6
月
23
日（
月
）
に
は
、
島

田
地
区
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今

後
も
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
上
野
原
駅
周
辺
整
備

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
市
に
は
、

『
上
野
原
駅
の
周
辺
整
備
は
ど
こ

ま
で
す
す
ん
で
い
る
の
？
』『
ど

の
よ
う
な
施
設
が
で
き
る
の
？
』

な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

多
く
の
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
広
報
7
月
号
で
は
、

現
在
進
め
て
い
る
上
野
原
駅
周

辺
整
備
事
業
の
駅
前
広
場
施
設

等
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
（
案
）

や
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

『桂川をのぞむ景観の中で、
人の賑わいや温かみを感じるまち』

今
後
の
予
定

　
　
　
　
　

今
後
は
、
平
成
26
年
度
内
に
事
業

予
定
エ
リ
ア
内
の
関
係
権
利
者
で
構

成
す
る「（
仮
称
）上
野
原
市
上
野
原
駅

南
土
地
区
画
整
理
組
合
」を
設
立
し
、

市
と
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
駅
周
辺

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
中
に
は
、
造
成
、
区
画

道
路
整
備
な
ど
に
着
手
し
、
平
成
30

年
度
中
に
駅
前
広
場
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
駅
周

辺
整
備
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

学生（帝京科学大学）
成田あい さん

明るいイメージで、完成が楽し
みです。また、駅周辺に学生が集
えるカフェやファストフード店な
どができたら嬉しいです。

主婦
互井恭子さん

エレベーターが設置されれば、
子どもと荷物を抱えて長い階段を
上がらなくて済みます。また、車
での送迎の際は、楽に車を停車し、
移動できそう。

駅利用者
荒井一丸さん

県内で 2 番目に利用者の多いと
いわれる上野原駅。山梨県の東の
玄関口として、誇りに思える地域
に発展して欲しいです。

街 頭 イ ン タビ ュー

駅前広場施設等完成イメージ図（案）

駅周辺の将来像

ど
う
な
る
の
か
な
？

上
野
原
駅
周
辺
整
備
事
業

UENOHARA

約４年後の駅前広場は、明る

くて清潔なイメージ☆　完成が

楽しみッ☆

エレベーターであがった展望

室からは、どんな景色が見える

んだろう？　早く完成しないか

な☆

市

学生（帝京科学大学）
枝澤恵菜さん（左）・上川実結さん（右）

■上野原駅南口駅前広場　平面図

広報うえのはら　No.113    23      広報うえのはら　平成 26 年 7 月号　　　　　

■上野原駅南口駅前広場　施設一覧（予定）
施設名 内容

① 駅前広場 62.0 ｍ× 76.0 ｍ　
約 4,000 ｍ２

② ロータリー 46.5 ｍ× 55.0 ｍ　
約 2,300 ｍ２

③ バス乗降場所 7 か所
（降車 1、乗車 4、待機場所 2）

④ 一般車、タクシー
乗降場所 5 か所

⑤ 身体障害者用 1 か所
⑥ タクシー待合場所 6 台分
⑦ 一時駐車場 一般車用 10 台、身障者用 1 台
⑧ 駅前広場階段 市道連絡階段

⑨ 昇降施設棟
１階、２階（待合室、エレベーターホール）
3 階（展望台、待合室、エレベーターホール）
エレベーター 15 人乗り×３基

⑩ 地域活性化施設 観光案内所、物産販売所、
券売所など

⑪ 公衆トイレ オストメイト対応
⑫ シェルター ロータリー周囲の通路の屋根
⑬ 駐輪場（屋根付き）バイク 100 台、自転車 4 台

※この他に、耐震性貯水槽、観光案内板、施設案内板、
　照明灯（LED）、防犯カメラなども設置します。
※施設一覧（予定）と完成イメージ図（案）とで内容が異
　なる個所があります。
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上
野
原
都
市
計
画
の

　
　
　
見
直
し
を
行
い
ま
す

市
で
は
、
月
見
ヶ
丘
周
辺
と
上
野
原
駅
南
口
周
辺
の
都
市
計
画
区

域
の
一
部
で
「
用
途
地
域
」
と
「
風
致
地
区
」
の
見
直
し
、
そ
れ
に

と
も
な
う
「
地
区
計
画
」
の
設
定
を
行
う
上
野
原
都
市
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　都市計画見直しに関する
　住民説明会

《第 1 回》
●日時　7 月 14 日（月）午後 7 時〜
●場所　島田コミュニティセンター
※島田地区にお住まいの方は、この説明会にお越し

ください。
《第 2 回》
●日時　7 月 16 日（水）午後 7 時〜
●場所　もみじホール
※両日ともに、参加申し込みは不要です。

　公聴会の開催

●日時　8 月 6 日（水）午後 7 時〜
●場所　もみじホール 3 階会議室 5
※公聴会で意見を述べる場合は、事前に『公述申出

書』の提出が必要です。

な
ぜ
、『
都
市
計
画
の
見
直
し
』

を
行
う
の
？

市
に
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た

『
都
市
の
将
来
像
』
を
明
確
に
し
、
そ
の

実
現
に
む
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
市
が
定
め
る
都
市
計
画
は
、

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
定
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
、
こ
の
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、「
上
野
原
地
区
の
中
心
市
街
地

と
上
野
原
駅
を
地
域
拠
点
と
し
て
、
市

の
都
市
圏
域
の
自
立
を
支
え
牽
引
す
る

拠
点
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

5 月 20 日、市長室で、都市計画マスタープ
ラン策定委員会の飯島勤委員長から江口市
長に答申書が渡されました。

都
市
計
画
見
直
し（
案
）の

意
見
募
集

●
募
集
期
間　
7
月
1
日（
火
）〜
14
日

（
月
）

●
募
集
内
容　
①
風
致
地
区
の
見
直
し

（
案
）、
②
用
途
地
域
の
見
直
し（
案
）、

③
地
区
計
画
の
設
定（
案
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の（
案
）の
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
、

支
所
、
出
張
所
で
確
認
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法　
都
市
計
画
課
に
あ
る「
都

市
計
画
変
更
に
関
す
る
意
見
等
提
出

用
紙
」
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
等
提
出
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

《
直
接
持
参
・
郵
送
》

　
都
市
計
画
課
計
画
担
当
（
〒
4
0
9

　
−

０
１
９
２　

上
野
原
市
上
野
原

3
8
3
2
）

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
》
F
A
X
 0
5
5
4

−

62

−

1
0
8
6

《
電
子
メ
ー
ル
》

　

keikaku@
city.uenohara.lg.jp 

※
意
見
提
出
に
は
、
注
意
事
項
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課
計
画
担

当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

※『公述申出書』の様式は、市ホームページからダ
ウンロードするか、お問い合わせください。

※意見の申出ができる対象者は、市内に住所がある
方か利害関係者に限ります。

※公述人が多数の場合は、人数や時間を制限します。
※公述の申出がない場合は、公聴会を中止します。

中止のお知らせは、7 月 28 日（月）以降に市ホ
ームページで掲載します。

　
《公述申出書の提出期限》
●申出期限　7 月 31 日（木）午後 5 時 15 分
●場所　市役所都市計画課

《都市計画見直し（案）の閲覧》
●期間　7 月 17 日（木）〜 8 月 6 日（水）（土・日・

祝日除く）午前 8 時 30 分〜午後 5 時 15 分
●場所　市役所都市計画課

こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
に
お
け
る
持

続
可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
形
成
を

図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
は
、
下
に
示
し
た
よ
う
な
「
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
方

針
に
あ
る
よ
う
な
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
」

と
「
交
通
結
節
点
と
し
て
の
上
野
原
駅

南
口
周
辺
の
機
能
強
化
」
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
今
回
の
都
市
計
画
の
見

直
し
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
都
市
計
画
の
見
直
し
」
の

内
容
は
？

見
直
し
の
主
な
内
容
は
、
旧
市
立
病

院
や
月
見
が
池
周
辺
の
「
月
見
ヶ
丘
風

致
地
区
」と
上
野
原
駅
南
口
周
辺
の「
島

田
風
致
地
区
」
の
一
部
を
除
外
し
、
こ

れ
ま
で
の
風
致
地
区
に
代
わ
る
新
た
な

規
制
と
し
て
地
区
計
画
を
つ
く
る
こ
と
、

上
野
原
駅
南
口
周
辺
の
風
致
地
区
を
除

外
し
た
区
域
に
、
新
た
な
「
用
途
地
域
」

を
指
定
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

な
お
、
今
回
の
都
市
計
画
の
見
直
し

に
と
も
な
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
説

明
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

《まちづくりの方針》
①中心市街地の強化　
市民生活を支える公共施設の再配置・集約化を図るためのシビック
ゾーンを設定し、人がつどい賑わう拠点づくりを目指し、商店街を
含めた活性化の推進を図る。
②上野原駅周辺整備と交通結節点機能の強化対策
南口駅前広場整備などによる中心市街地や他の地域とのアクセス向
上による誰もが利便性や魅力を感じる玄関口の整備
③賑わいと交流を高める上野原駅周辺の施設整備と駅前の顔づくり
土地区画整理事業などによる低利用・未利用地の有効利用や上野原
駅周辺への計画的な住宅・商業施設整備の促進など

市役所展望室から見た中心市街地
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財
政
公
表

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
市
の
予
算
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
毎
年
2
回（
7
月
・
12
月
）

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。今

回
は
、
平
成
25
年
度
下
期

の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ

び
病
院
事
業
会
計
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
市
の
会
計（
病
院
事

業
会
計
を
除
く
）で
は
、
平
成

25
年
度
出
納
整
理
期
間
（
平
成

26
年
4
月
1
日
〜
5
月
31
日
）

が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今

回
公
表
す
る
額
は
決
算
額
と
は

異
な
り
、
収
入
率
、
支
出
率
、

市
債
残
高
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
財
政

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

平
成
25
年
度

下
期
の
財
政
公
表

市税
3,022,000千円

地方譲与税
70,869千円

各種交付税
444,367千円

地方交付税
3,934,473千円

分担金および負担金
使用料および手数料
259,064千円

国庫支出金
779,954千円

県支出金
229,338千円

財産収入、寄附金
諸収入
727,502千円

繰入金、繰越金
334,773千円

議会費
146,038千円

総務費
1,262,655千円

民生費
2,000,740千円

衛生費
1,118,275千円 労働費

16,969千円

農林水産業費
188,215千円

商工費
84,121千円

土木費
393,623千円

消防費
881,087千円

教育費
803,263千円

公債費
1,929,256千円

災害復旧費
6,510千円

特別会計（平成 26 年 3 月 31 日現在　単位：千円・％）

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 3,215,178 2,560,073 79.6 2,969,589 92.4
後期高齢者医療 480,214 195,804 40.8 466,069 97.1
介 護 保 険 2,058,924 1,624,221 78.9 1,811,109 88.0
介護サービス 5,962 5,484 92.0 5,046 84.6
公 共 下 水 道 635,947 195,715 30.8 604,872 95.1
簡 易 水 道 85,913 50,095 58.3 64,064 74.6
教育奨励資金 4,407 328 7.4 0 0.0
財 産 区 292,408 289,779 99.1 14,821 5.1
財産保護組合 3,027 2,976 98.3 0 0.0

計 6,781,980 4,924,475 72.6 5,935,570 87.5

住民負担の状況（平成 26 年 3 月 31 日現在）

科目 収入済額
（千円）

１世帯
あたり（円）

1 人
あたり（円）

市 民 税 1,291,735 129,032 50,840
固定資産税 1,499,650 149,800 59,023
軽自動車税 49,107 4,905 1,933
市たばこ税 170,411 17,022 6,707

計 3,010,903 300,759 118,503
※一世帯一人あたりの負担は、世帯数 10,011
世帯と住民基本台帳搭載人口 25,408 人をもと
に算出しています。
※入湯税は除く

予算の執行状況
　一般会計では、予算現額 136 億円 6492 万 7 千円に対して収入済額
が 98 億 234 万円、支出済額 88 億 3075 万 2 千円となっています。

一般会計（歳入）
予算現額　13,664,927 千円
収入済額　  9,802,340 千円
収入率　　　　　　  71.7％

一般会計（歳出）
予算現額　13,664,927 千円
支出済額　  8,830,752 千円
支出率　　　　　　　64.6％

市の地方債の状況
　地方債は、公共施設の整備などのために金融機関や国などから借入れる、いわゆる『市の借金』です。一般会
計とその他の会計を合わせた地方債の総額は、平成 26 年 3 月 31 日現在で 179 億 9178 万 2 千円となります。

区分 現在高
1 普通債
　（１）総務債
　（２）民生債
　（３）衛生債
　（４）農林水産業債
　（５）商工債
　（６）土木債
　（７）消防債
　（８）教育債

5,094,591
2,707,776

14,100
136,610
158,410

0
1,423,737

23,892
630,066

2 災害復旧事業債
　（１）災害復旧事業債

42,948
42,948

病院事業会計
（平成 26 年 3 月 31 日現在　単位：千円）

区分 収入 支出 収支
収益的収支 212,036 389,516 △ 177,480
資本的収支 45,220 562,545 △ 517,325

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 517,325 千円
は、消費税および地方消費税資本的収支調整額ならびに過年
度分損益勘定留保資金で補てんしています。

　病院事業会計の収支は、総収益が 2 億 1203 万 6
千円、総費用が 3 億 8951 万 6 千円となり、1 億
7748 万円の損失となりました。

なお、平成 25 年度の入院患者は、延べ 2 万 3423
人（1 日平均 65 人）で、前年度比は 6752 人の増加
となりました。また、外来患者は、延べ 8 万 1094 人（1
日平均 276 人）で、前年比 1060 人の増加となりま
した。

市有財産の状況
（平成 26 年 3 月 31 日現在　単位：㎡）

区分 土地 建物

行 政 財 産 582,143 115,472
普 通 財 産 254,129 907
土 地 開 発 基 金 208,620 0

計 1,044,892 116,379
　
　行政財産とは、普通地方公共団体において公用また
は公共用に使われる財産です。普通財産とは、行政財
産を土地開発基金以外のいっさいの公有財産です。土
地開発基金とは、公用または公共用に使うのに必要な
土地を購入するための基金です。

区分 現在高
3 その他
　（１）臨時財政特例債
　（２）減税補てん債
　（３）臨時税収補てん債
　（４）臨時財政対策債
　（５）合併特例事業債

7,041,033
5,540

314,215
48,225

3,931,238
2,741,815

計（１+２+３＝一般会計分） 12,178,572
①簡易水道事業債 63,336
②下水道事業債 4,419,599
③病院事業債 1,330,275
計（①+②+③＝特別会計分） 5,813,210

合計（地方債合計） 17,991,782

■ 歳入予算用語
科目 解説

市 税 市民税（個人・法人）、固定資産税など
地方譲与税 自動車重量譲与税、地方揮発油譲与税など
各種交付金 地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金など
分担金および負担金 保育料、老人ホーム入所者負担金など
使用料および手数料 市営住宅使用料、一般廃棄物手数料など
国県支出金 特定の目的のために国や県から交付されたお金
財 産 収 入 土地貸付収入など
寄 附 金 市民などから受ける金銭による寄附金
繰 入 金 基金や他の会計からの繰入金
繰 越 金 前年度から持ち越したお金
諸 収 入 他の収入科目に含まれない収入
市 債 事業を行うために国や金融機関などから借入れたお金

■ 歳出予算用語
科目 解説

議 会 費 議会活動にかかる経費
総 務 費 市の全般的な事務経費
民 生 費 児童・高齢者福祉や生活保護などの経費
衛 生 費 健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
労 働 費 労働者の生活安定のための経費
農林水産業費 農業、林業の振興などの経費
商 工 費 商工業の振興や観光宣伝などの経費
土 木 費 道路、河川、市営住宅の整備などの経費
消 防 費 消防、救急業務などの経費
教 育 費 全ての教育に関する経費
公 債 費 過去の借入金の返済金
災害復旧費 災害復旧工事などの経費

地方債目的別現在高（平成 26 年 3 月 31 日現在　単位：千円）
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①
わ
が
家
の
耐
震
診
断

●
対
象
住
宅　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該

当
す
る
住
宅

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
こ
と（
1
所
有
者
に

つ
き
1
棟
が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
、
木
造

従
来
工
法（
伝
統
工
法
等
）で
建
築
さ

れ
た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
㎡

以
下
の
住
宅

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
、
住
宅
部
分
が

2
分
の
1
以
上
の
併
用
住
宅

・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建

住
宅

・
市
税
等
未
納
が
な
い
方
が
所
有
す
る

住
宅

●
診
断
費
用　

無
料
（
個
人
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
）

●
申
込
期
間　

7
月
1
日（
火
）〜
12
月

26
日（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
都
市
計
画
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
都
市

計
画
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

②
わ
が
家
の
耐
震
化

●
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性

が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

●
耐
震
改
修
設
計
補
助
事
業

・
耐
震
改
修
の
設
計
に
要
す
る
経
費
の

3
分
の
2
以
内
で
20
万
円
ま
で
補
助

●
耐
震
改
修
補
助
事
業

・
住
宅
の
耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
の

2
分
の
1
以
内
で
60
万
円
ま
で
（
高

齢
者
等
世
帯
は
経
費
の
3
分
の
2
以

内
で
80
万
円
ま
で
）
補
助

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
事
業

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
（
居
間
な
ど

の
1
室
を
耐
震
化
す
る
工
事
）
に
要

す
る
経
費
の
2
分
の
1
以
内
で
18
万

円
ま
で
（
高
齢
者
等
世
帯
は
経
費
の

3
分
の
2
以
内
で
24
万
円
ま
で
）
補

助
●
申
込
方
法　

事
前
に
計
画
段
階
で
都

市
計
画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
計
画

担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

木造住宅耐震事業のお知らせ

市
営
住
宅
の
追
加
募
集

●
対
象
住
宅

・
浅
間
第
2
団
地
（
秋
山
8
6
7
2-

2
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
3
階

建
76
㎡
／
戸

●
応
募
資
格

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

方
・
同
居
す
る
親
族
な
ど
が
い
る
方

・
収
入
月
額
15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る

方
（
世
帯
の
合
計
所
得
か
ら
公
営
住

宅
法
で
定
め
る
額
を
控
除
し
、
12
か

月
で
割
っ
た
金
額
）

・
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
な
ど
暴

力
団
員
で
な
い
方

※
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
方
に
つ
い

て
は
、
入
居
基
準
お
よ
び
収
入
基
準

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法　

お
申
込
み
は
、
都
市
計

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要

書
類
な
ど
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
計
画

担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

市営住宅（秋山地内）追加募集のお知らせ
市では、次の要件に該当する入居希望者を対象に秋山地区内の市営住宅の追加

募集を行います

市では、次の内容の木造住宅耐震事業を実施します。
ご自宅の耐震診断や耐震化を希望される方は、ご利用ください。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
薄
緑
青
色
）の
有
効
期
限
は
、
平

成
26
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
7
月
中

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
薄
紫
色
）を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、

8
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま

す
。

※
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
職
権
で
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が

145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

　
8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど

し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　
市
民
課
国
保
年

金
担
当（
☎
62

−

3
1
1
2
）

②
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

6
月
25
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

6
月
26
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」（
特
別
徴
収
）
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

納
付
書
・
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

《
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
し
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
点
》

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
、
口
座

振
替
に
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除

は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や

住
民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
保
険
料
の
軽
減
措
置
》

平
成
26
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
8.5
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

◆
均
等
割
が
９
割
軽
減

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

◆
所
得
割
が
5
割
軽
減

①
年
金
収
入
が

153
万
円
以
上

211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

　
　
　
　
　
完
納
し
て
い
な
い
方
は
？
》

　
有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
課
税
担
当（
☎

62

−

3
1
1
3
）

▲ 8 月 1 日以降から薄紫
色になる後期高齢者医療被
保険者証（見本）
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』
開
催
の

お
知
ら
せ

市職員採用試験のお知らせ

《
市
職
員
採
用
試
験
募
集
》

●
採
用
職
種
・
採
用
人
員

・
事
務
職
（
大
卒
程
度
）　
若
干
名

※
障
が
い
者
特
別
選
考
あ
り

・
消
防
職
（
高
卒
程
度
）　
若
干
名

・
保
健
師
（
大
卒
程
度
）
1
名

●
受
験
資
格

・
事
務
職
（
大
卒
程
度
）
昭
和
61
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

・
消
防
職
（
高
卒
程
度
）
平
成
元
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

・
保
健
師
（
大
卒
程
度
）
昭
和
59
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

※
消
防
職
、
保
健
師
の
受
験
資
格
に
は
、

年
齢
要
件
の
ほ
か
に
資
格
条
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
日
時　
第
１
次
試
験　
平
成
26

年
９
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

●
試
験
会
場　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
申
込
受
付
期
間　

7
月
22
日（
火
）

～
8
月
11
日（
月
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
除
く
）

※
試
験
申
込
書
は
７
月
７
日（
月
）
か

ら
市
役
所
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
課
人
事
秘
書
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

市では、平成 26 年度上野原市職員採用試験（平成
27 年 4 月採用予定）を次のとおり実施します。

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
生
活

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
『
元
気
い
き
い

き
教
室
』
を
開
催
し
ま
す
。

金婚式ダイヤモンド婚式の
お知らせ

《
平
成
26
年
度
対
象
者
》

●
金
婚
式　
昭
和
39
年
中
に
婚
姻
届
を

提
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　
昭
和
29
年
中

に
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を
提
出

し
て
い
な
く
て
も
、
次
の
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
す
。

●
金
婚
式　
昭
和
40
年
中
に
第
1
子
が

誕
生
し
て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　
昭
和
30
年
中

に
第
1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
は
、1
月
1
日
現
在
で
当
市

に
住
所
を
有
す
る
方
で
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
高
齢
者

介
護
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）

市では、毎年各地区敬老会の席上で、金婚式・ダイヤモンド婚式の対
象者に、褒状・記念品の贈呈を行っています。

《
対
象
者
》　
要
介
護
等
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方

・
二
次
予
防　
自
立
さ
れ
た
生
活
を

し
て
い
る
が
何
ら
か
の
病
気
や
症

状
が
あ
り
、
要
支
援
や
要
介
護
状

態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
方

・
一
次
予
防　
現
在
、
健
康
な
状
態

で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
方

※
参
加
希
望
の
方
は
、
主
治
医
に
運

動
が
可
能
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
予
防
お
よ
び
一
次
予
防
の
対

象
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
申
込
み

後
に
行
う
聞
き
取
り
調
査
の
結
果

に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

※
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
は
、
二
次
予

防
、一
次
予
防
に
分
か
れ
ま
す
。

《
開
催
内
容
》

①
室
内
運
動
コ
ー
ス

　
主
に
、
椅
子
体
操
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
行
い
、
日
常
動
作

に
必
要
な
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な

ど
を
養
い
ま
す
。

②
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス

　
水
の
特
性
で
あ
る
浮
力
・
抵
抗
力
・

水
圧
に
よ
り
、
膝
や
腰
へ
の
負
担

が
軽
く
な
っ
た
状
態
で
さ
ま
ざ
ま

な
運
動
を
行
い
、
全
身
の
バ
ラ
ン

ス
力
や
筋
力
の
維
持
向
上
を
図
り

ま
す
。

③
室
内
&
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス

　
プ
ー
ル
と
室
内
の
運
動
で
、
日
常

生
活
に
必
要
な
筋
ト
レ
、
バ
ラ
ン

ス
運
動
を
行
い
ま
す
。

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用
車

ま
た
は
秋
山
温
泉
無
料
定
期
バ
ス

を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
介
護

予
防
を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ

る
方（
二
次
予
防
対
象
者
）
を
優

先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担

当
内
）ま
た
は
支
所
・
各
出
張
所
に

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』利
用
申
請

書
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
7
月
18
日（
金
）
午

後
5
時

●
問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介

護
担
当
内
）（
☎
62

−

3
1
2
8
）

コース名 日程 実施時間・場所 定員 参加料

室内 & プール運動
コース（月曜日）

8/25 〜 11/17
（うち月曜日 10 回）

①何らかの病気や症状　
　のある方（二次予防）
②健康な状態の方
　（一次予防）
午前 11 時〜午後 1 時
秋山温泉

各コース
15 名

1 回 200 円
昼食代 500 円

プール運動コース（②一次予
防）は、昼食がありません。
ただし、希望者には教室終
了後に軽食（200 円）を用
意することができます。
※新規参加者のみ参加初日
に保険料として 1,000 円徴
収します。

室内運動コース
（火曜日）

8/26 〜 11/18
（うち火曜日 12 回）

プール運動
コース

水曜 8/27 〜 11/26
（うち水曜日 12 回）

①何らかの病気や症状
　のある方（二次予防）
午前 11 時〜午後 1 時
②健康な状態の方
　（一次予防）
午後 0 時 30 分〜 2 時
秋山温泉

木曜 8/28 〜 11/27
（うち木曜日 12 回）

金曜 8/29 〜 11/28
（うち金曜日 12 回）
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あ る 日 の 市 長

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

広
報
に
つ
い
て

《
要
望
・
質
問
》　

昨
年
の
6
月
ご
ろ
か
ら
、
毎
月
広
報

う
え
の
は
ら
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
た
び
た
び
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
市

の
予
算
報
告
に
つ
い
て
で
す
。

予
算
説
明
の
掲
載
記
事
は
、
円
グ
ラ

フ
や
表
な
ど
を
使
っ
て
、
視
覚
的
に
表

し
て
い
ま
す
が
、
数
字
な
ど
が
並
ん
で

い
て
、
無
知
な
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か

り
ま
せ
ん
。

概
要
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
予
算
が

ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
私

た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
小
さ
な
冊
子

な
ど
を
作
成
し
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

《
回
答
》

こ
れ
ま
で
、
市
の
予
算
の
説
明
内
容

や
表
現
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
グ
ラ
フ
や
表
を

工
夫
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

内
容
を
踏
ま
え
、
用
語
な
ど
の
説
明
を

加
え
る
な
ど
、
さ
ら
に
工
夫
を
し
て
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
予
算
概
要
な
ど
を

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

「
八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
」

6
月
8
日
、
上
野
原
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
し
八
重
山
や
棡
原
の

山
々
を
走
る
八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ

ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
当
日
の
朝
ま
で
降
り
続
い
た

大
雨
の
影
響
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
開
催
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
コ
ー
ス
を
前
日
ま
で

整
備
し
て
く
れ
た
大
会
役
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
み
な
さ
ん

が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
く
れ

た
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
け
が
人
も

な
く
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
大
会
は
、
北
が

宮
城
県
か
ら
南
が
沖
縄
県
ま
で
、

多
く
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
お
も
て
な
し
や
応
援
に
対

し
て
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
上
野
原
の
特

産
品
や
せ
い
だ
の
た
ま
じ
の
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
、
市
の
P
R
も
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
、
市
の
魅
力
が
つ
ま
っ

た
、
こ
の
八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー

ス
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
会
関
係
者
や
地
域

の
み
な
さ
ん
、
雨
の
中
で
の
大
会

準
備
や
運
営
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

江口市長のある日の一日を紹介します。

ちょっと
三宅島民生児童委員のみなさんに挨拶する江口
市長（写真左）

三宅島の民生児童委員

視察研修で上野原市訪問　5/20（火）

この日、東京都三宅島の民生児童委員のみなさんが、上野原地
区民生委員・児童委員協議会の活動を視察するため、上野原市を
訪問しました。

江口市長は、「地域における高齢者の見守りは、どの市町村も
共通の課題、活発な意見交換を期待しています」と三宅島民生児
童委員のみなさんに挨拶しました。

No.52

公益社団法人日本広報協会が主催する全国
広報コンクールの総合審査会がこのほど行

われ、広報紙（市部）部門で各都道府県の代表 61
作品のなかから、「広報うえのはら 8 月号」がみ
ごと入選を果たしました。
　今回の広報紙（市部）部門の入選という結果は、
県内の過去の入選歴（平成元年から）をみると、平
成 15 年に富士吉田市が入選して以来 11 年ぶり
で、当市では、初の全国広報コンクールの入選と
なります。
　入選できたのも、取材に協力してくれた方や多
くのみなさんの支えがあったからこそだと考えて
います。
　これからも市民のみなさんに親しまれる広報誌
を目指して、広報誌作成に
取り組んでいきますので、
これからもよろしくお願
いします。

ふ れ 愛 卜 ーク

■ 日時　7 月 24 日（木）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

平和を考えるテーマを取り上げるの
は、「語り伝える」重要性という点か
らも意義深い。上野原市には、この
B29 撃墜に関わるさまざまなモニュ
メントや遺品があるが、尊い命を散ら
せた先達のことを忘れずに、こういっ
た形で子どもたちに遺していくという
努力は、行政広報でも続けていくべき。

＝ 講評 ＝

全国広報コンクール広報紙（市部）部門で入選 !!

公

入選した広報うえのはら８月号見開きページ
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適
正
体
重
の
維
持
に
は
、

食
事
バ
ラ
ン
ス
の
ほ
か
に
自

分
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
１

日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量

よ
り
も
多
け
れ
ば
太
り
ま

す
。
ま
た
、
少
な
け
れ
ば
や

せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
１
日

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と

い
う
の
は
、
適
正
体
重
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。
5
月
号

の
広
報
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
ご

自
分
の
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
を
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
み
な
さ
ん
の
な
か

に
は
、
朝
食
は
軽
め
で
、
夕

食
が
多
く
な
る
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
３
食
同
じ
く

ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
理

想
で
す
。
特
に
、
体
重
を
減

食生活を
　見直そう!!

今
月
の
テ
ー
マ

『
1
日
に
必
要
な

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
』

ら
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

は
、
活
動
量
の
少
な
い
夜
の

食
事
量
を
少
な
目
に
す
る
と

効
果
的
で
す
。

ま
た
、
夕
食
に
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
う
人
や
夜
遅
く
に
食

べ
る
人
は
、
寝
て
い
る
間
も

内
臓
が
働
ら
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
体
が
休
ま
り
ま
せ
ん
。

朝
起
き
て
な
ん
と
な
く
体
が

だ
る
い
、
朝
は
食
欲
が
な
い
、

と
い
う
方
は
夕
食
の
量
や
時

間
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

《
注
意
》

現
在
の
体
重
が
適
正
体
重

と
か
け
離
れ
て
い
る
と
き

は
、
急
激
に
減
ら
し
す
ぎ
な

い
よ
う
に
調
整
が
必
要
で

す
。ま

た
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾

病
を
も
つ
人
は
、
医
師
な
ど

の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№23

う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎
上野原市立病院 0554-62-5121 なし
山梨県厚生連健康
管理センター
（甲府市）

0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和
（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★不妊治療費助成事業のご案内
　市では、不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減のため、
不妊治療に要した費用の一部を助成しています。
※これまで助成申請があった夫婦のうち、6割弱の方
から妊娠の届出がありました。ぜひ、この事業を不
妊治療の一助にしてください。

※詳細は、保健担当にお問い合わせください。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 27年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 7月15日（火）、8月19日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
	 午前 9時〜 11時
◎持 ち 物	 印鑑
◎場 所	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
合わせください。

★乳幼児健診
実施日 該当児

4か月児
7月3日（木） H26 年 2月 1 日〜 28 日生

8月6日（水） H26 年 3月 1 日〜 31 日生

9 か月児
7月3日（木） H25 年 9月 1 日〜 30 日生

8月6日（水） H25 年 10月 1 日〜 31 日生

1歳
6か月児 7月18日（金） H24 年 12 月 1 日

　H25 年〜 1 月 15 日生

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気になる」、
「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」などの悩
み事に対し、心理相談員、保健師が相談を受けます。
◎日 時	 7 月 28日（月）予約制となります。
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★子宮頸部がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録のある 20 歳以上の

女性
◎検 診 料	 1,500 円
◎内 容	 子宮頸部がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
　 　　　　　大月市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　 　クリニック
　　　　　　 都 留 市 ：磯部医院、都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当にお
　問い合わせください（県内のみ）。
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

献血のお知らせ
■ 日　時　8 月 1 日（金）午前 9 時 30 分〜正午、
　　　　　 午後 1 時〜 3 時
■ 場　所　市役所センタープラザ
■ 対象者　16 歳〜 69 歳までの健康な方
※ 65 歳以上の方の献血には、60 歳から 64 歳まで

の間に献血経験がある方に限ります。
※現在妊娠中の方は、献血できません。
■ 持ち物　
・献血カードまたは献血手帳（献血経験のある方）

※初めて献血される方は、当日発行します。
・本人確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）
■ 問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

1 日に必要なエネルギ量の求め方

適正体重（㎏）× 25〜 35（Kcal）
　　　＝　1日に必要なエネルギー量（Kcal）
1日に必要なエネルギー量（Kcal）÷ 3食
　　　＝　1食あたりのエネルギー量（Kcal）
※ほとんど動かない人は、25Kcal 程度、デスク
　ワークの人は 30Kcal 程度、活動量の多い人は
　35Kcal で計算しましょう。



う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

T
he Face O

f
U

enohara

T
he Face O

f
U

enohara

17      広報うえのはら　平成 26 年 7 月号　　　　　 広報うえのはら　No.113    16

●
申
込
期
限　

7
月
5
日（
土
）

午
後
5
時

●
持
ち
物　
長
靴

※
川
に
入
っ
て
作
業
で
き
る
方

は
、胴
長
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
、
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
集
合
場
所
ま
で
の
移
動
手
段
が

な
い
方
は
、
7
月
10
日
（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
N
P
O
さ
い
は
ら
ス

タ
ッ
フ
、
N
P
O
法
人
し
ご
と

塾
さ
い
は
ら
、
帝
京
科
学
大
学

森
の
コ
コ
ペ
リ
な
ど
多
く
の
方

が
参
加
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

N
P
O
さ
い
は
ら
事
務
局
（
☎

68

−

2
1
0
0
）

●
開
催
日　
10
月
19
日（
日
）

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア

●
募
集
内
容　
歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

●
発
表
時
間　
20
分
以
内

※
舞
台
セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で

●
参
加
費　
一
人
1
0
0
0
円

●
申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
市
教
育
委

員
会
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
市
教
育
委
員
会
窓

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
秋
山
温
泉
（
☎

56

−

2
6
1
1
）

●
採
用
人
員

　
《
警
察
官
A
》
男
性
20
名
程
度　

武
道
指
導
2
名
程
度　
女
性
2

名
程
度　

　
《
警
察
官
B
》　
男
性
23
名
程
度　

女
性
4
名
程
度

●
受
付
期
間　

7
月
28
日（
月
）

〜
8
月
22
日（
金
）

※
電
子
申
請
は
8
月
15
日（
金
）

ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日　
9
月
21
日（
日
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
上
野

原
警
察
署
警
務
係
（
採
用
担

当
）（
☎
63

−

0
1
1
0
）

●
日
時　
7
月
13
日（
日
）
午
前

8
時
〜
午
後
2
時（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　
び
り
ゅ
う
館

●
定
員　
10
名

●
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

地
等
の
賃
貸
借
・
交
通
事
故
・

損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等
消
費
者

問
題
な
ど

※
相
談
さ
れ
る
際
は
、
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
定
員　
6
名
（
相
談
時
間
1
人

30
分
）

●
申
込
方
法　
予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

7
月
24
日
（
木
）

～
8
月
6
日（
水
）（
土・日
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎

62

−

3
1
1
4
）

《
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
》

●
日
時　
7
月
19
日（
土
）午
前
9

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
7
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
7
月
3
日（
木
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種

●
試
験
日　
8
月
9
日（
土
）

●
試
験
会
場　
中
小
企
業
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
大
津
町

2
1
3
0

−

2
）

●
願
書
受
付
期
間　

《
書
面
申
請
》
7
月
1
日（
火
）
〜

8
日（
火
）（
土
・
日
除
く
）

《
電
子
申
請
》
6
月
28
日（
土
）
〜

7
月
5
日（
土
）

●
願
書
受
付
場
所　
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※
郵
送
可（
〒
4
0
0

−

0
0
2
6

甲
府
市
塩
部
2

−

2

−

15
）

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
shoubo-shiken.or.jp

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
1
1
1
）

●
日
時　
8
月
8
日
（
金
）
午
後

1
時
～
4
時

●
場
所　
市
役
所
1
階
展
示
室
1

●
相
談
内
容　
離
婚
・
相
続
・
土

時
〜
正
午

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室

●
内
容　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D

使
用
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
）

●
定
員　
30
名

●
受
講
資
格　
市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限　
7
月
11
日（
金
）

●
費
用　
無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

《
上
級
救
命
講
習
》

●
日
時　
9
月
13
日（
土
）、
14

日
（
日
）（
2
日
間
）
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1
、
2
階
会
議
室
2

●
内
容　
上
級
救
命
講
習
（
成
人

お
よ
び
小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇

生
法
、
A
E
D
使
用
法
、
異
物

除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　
30
名

●
受
講
資
格　
市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限　
9
月
5
日（
金
）

●
費
用　
無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62
−

4
1
1
1
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

口
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

8
月
20
日（
水
）

必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
う
え
代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
音
響
、
照
明
な
ど
の
機
材
は
、

備
え
付
け
の
も
の
を
使
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
実
行
委
員
長 

高
橋
茂（
☎
62

−

4
5
4
6
）

《
第
1
弾　
七
夕
祭
り
》

●
日
時　
7
月
1
日（
火
）
〜
7

日（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
8

時
●
内
容　
ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
（
レ

シ
ー
ト
1
0
0
0
円
分
で
1

回
抽
選
）

※
6
日（
日
）、
7
日（
月
）
先
着

1
0
0
名
様
に
酒
ま
ん
じ
ゅ
う

プ
レ
ゼ
ン
ト

《
第
2
弾　
野
外
縁
日
》

●
日
時　
7
月
12
日（
土
）
〜
13

日（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
6

時
●
内
容　
綿
あ
め
、
か
き
氷
な
ど

の
各
種
販
売

※
12
日
は
、
焼
き
そ
ば
販
売
、
13

日
は
、
流
し
そ
う
め
ん
体
験
な

ど
も
行
い
ま
す
。

県
下
一
斉
無
料
法
律

相
談
会
の
お
知
ら
せ

秋
山
温
泉
夏
祭
り
の

お
知
ら
せ

平
成
26
年
山
梨
県
警
察
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
消
防
設
備
士

試
験
の
受
験
案
内

第
7
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
の
お
知
ら
せ

応
急
手
当
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

鶴
川
清
掃
隊
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

緑蔭に 憩いていざと
立ちにけり

平岡登さん（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。申込みは、
名前、連絡先、作品、句の
解説等をメールまたは郵送
でお送りください。
〒 409-0192 上野原市上野
原 3832
企画課政策推進担当　宛
kikaku@city.uenohara.
lｇ. jp

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

　上野原市のキヌア特産化への取り組みに関
心がある方の申し込みをお待ちしています。

■ 日　時　7 月 19 日（土）午後 2 時〜
■ 場　所　もみじホール 1 階会議室１
■ 定　員　20 名（先着順）
※化学肥料・科学農薬を使わない栽培をする

方に限らせていただきます。
※上野原市のキヌア特産化への取り組みに関

心がある方の申し込みをお願いします。
■ 申込方法　電話でお申し込みください。
■ 申込み　農業法人上野原ゆうきの輪合同会

社（☎ 66–1310）
■ 問い合わせ　経済課農村地域づくり担当
（☎ 62-3119）

今注目の「キヌア」
栽培説明会開催

雑穀「キヌア」

西原地区びりゅう館近くの鶴川

AED の講習の様子
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●
日
時　
7
月
15
日（
火
）
午
後

1
時
〜
受
付
、
午
後
1
時
30
分

〜
入
札

●
公
売
方
法　
入
札

●
入
札
場
所　
東
八
代
合
同
庁
舎

3
階
大
会
議
室
（
笛
吹
市
石
和

町
広
瀬
7
8
5
）

●
参
加
資
格　
ど
な
た
で
も
参
加

可
能

※
滞
納
者
本
人
な
ど
を
除
く

●
公
売
物
件　
雑
種
地（
分
譲
地
）

6
4
2
ｍ２
（
上
野
原
市
鶴
島

3
3
7
8
番
59
他
1
筆
）、

見
積
価
格
83
万
円
、
公
売
保
証

金
9
万
円

※
入
札
前
に
公
売
保
証
金
の
納
付

が
必
要
で
す
。

※
公
売
が
中
止
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。「
山
梨
県
不
動
産

公
売
」
で
検
索

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
総
合
県
税
事

務
所
滞
納
整
理
部
企
画
・
総
括

担

当
（

☎
0
5
5

−

2
6
1

−

9
1
2
0
）

県
で
は
、
県
内
85
名
の
方
に
消

費
生
活
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

市
内
の
相
談
員
は
、
次
の
3
人

で
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
県
消
費
生
活
相
談
員
》

石
井
文
子
（
☎
67

−

2
1
0
4
）

杉
本
文
江
（
☎
63

−

1
8
5
3
）

石
山　
純
（
☎
66

−

2
7
9
1
）

●
問
い
合
わ
せ　
生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
4
）

●
日
時　
8
月
2
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜

●
場
所　
市
立
図
書
館
会
議
室

●
対
象
者　
市
内
の
学
校
に
通
う

中
学
生

●
内
容　
上
野
原
高
校
図
書
委
員

が
司
会
を
務
め
、
参
加
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
イ

差
押
不
動
産
公
売
の

お
知
ら
せ

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
の

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

直
通
電
話
が
で
き
ま
し
た

上
野
原
高
校
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

の
お
知
ら
せ

山
梨
県
景
観
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
お
知
ら
せ

平成 26 年

市政功労者等表彰式 
　5 月 29 日、もみじホールで、平成 26 年市政功労者等表彰
式が行われました。
　被表彰者のみなさんは、つぎのとおりです。

《有功》
長田稔彦さん　　（文化財保護審査会委員）

内田幸次郎さん（公民館運営審議会委員等）

荒木惠子さん　　（スポーツ推進委員）

《功労》
川島秀夫さん　　（市議会議員等）

足立一男さん　　（農業委員会委員）

水越旭祝さん　　（農業委員会委員）

岡本直美さん　　（スポーツ推進委員）

上條龍子さん　　（スポーツ推進委員）

降矢重治さん　　（スポーツ推進委員）

齋藤則子さん　　（スポーツ推進委員）

木田友江さん　　（スポーツ推進委員）

長田菊一郎さん（スポーツ推進委員）

髙橋精一さん　　（文化財保護審議会委員）

安留紀久子さん（愛育会会長）

石原孝子さん　　（市立学校教職員）

岡田里美さん　　（市立学校教職員）　　

清水利江子さん　　（市立学校教職員）

田村たえまさん　　（市立学校教職員）

《善行》
大神田仁さん　　　（市内事業所永年勤続）

志村八重子さん　  （市内事業所永年勤続）

白倉康雄さん　　　（市内事業所永年勤続）

山口明子さん　　　（市内事業所永年勤続）

圡屋金正さん　　　（市内事業所永年勤続）

募集種目 資格 受付期間 試験日

航空学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 8月1日（金）〜 9 月 9 日（火）

《1 次》9 月 23 日（祝・火）
《2 次》10 月 18 日（土）〜

23 日（木）
《3 次》11 月 15 日（土）〜

12 月 18 日（木）

一般曹候補生

18 歳以上 27 歳未満の者

8月1日（金）〜 9 月 9 日（火）
《1 次》☆9月19日（金）・20日（土）
《2 次》☆10 月 9 日（木）〜

15日（水）

自衛官
候補生

男子
原則、通年受け付けています。
平成 27 年 4 月に入隊を希望
される方は、9月9日（火）（予定）

受付時に、試験日をお知らせし
ます。

女子 8月1日（金）〜 9 月 9 日（火）☆ 9 月 25 日（木）〜 27 日（土）

防衛
大学校
学生

推薦
高卒（見込含）21 歳未満の成績優
秀かつ生徒会活動などに顕著な実
績を修め、学校長が推薦できる者 9 月 5 日（金）〜 9 日（火）

9 月 27 日（土）28 日（日）

総合
選抜

高卒（見込含）21 歳未満の者
（自衛官は 23 歳未満）

《1 次》9 月 27 日（土）
《2 次》11月1日（土）・2日（日）

一般
（前期） 9 月 5 日（金）〜 30 日（火）《1 次》11月8日（土）・9日（日）

《2 次》 12月9日（火）〜13日（土）

一般
（後期）

平成 27 年 1 月 21 日（水）
〜 30 日（金）

《1 次》平成27年2月28日（土）
《2 次》平成27年3月13日（金）

※☆印は、その期間中のいずれかの日を試験日として指定します。
※この他にも、防衛医科大学校学科学生や看護学科学生の募集も行っています。詳細は、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

平成 26 年度自衛官等募集案内

ル
イ
ン
（
直
通
電
話
）
が
入
り
ま

し
た
。
電
話
番
号
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

《
電
話
番
号
》（
☎
62

−

6
2
0
1
）

●
日
時　
7
月
17
日
（
木
）
午
後

2
時
〜
4
時

●
場
所　
県
立
文
学
館
講
堂
（
甲

府
市
貢
川
1

−

5

−

35
）

●
内
容　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活

性
化
と
景
観
と
の
つ
な
が
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
都

市
計
画
課
計
画
担
当
（
☎
62

−

3
1
9
1
）

心
身
障
害
児
巡
回
療
育
相
談

の
お
知
ら
せ

ベ
ン
ト

●
定
員　
20
名

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県

立
上
野
原
高
等
学
校
（
☎
62

−

4
5
1
0
）

●
日
時　
9
月
10
日
（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
相
談
内
容　
発
達
や
発
育
の
遅

れ
等
の
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん

に
対
す
る
家
庭
療
育
の
し
か

た
、
職
業
の
適
性
、
施
設
入
所

の
相
談
な
ど

●
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
完
全
予

約
制
）。

※
子
ど
も
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
治
療
や
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
都
留
児
童
相
談

所
（
☎
45

−

7
8
3
7
）

巌
保
育
所
に
併
設
さ
れ
て
い
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ダ
イ
ヤ

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

　B 型・C 型ウイルス性肝炎のインター
フェロンなどに係わる治療は、医療費が高
額になることから、治療者の負担軽減を目
的に、医療費の助成制度が受けられます。

■ 助成内容　診療費、検査費、入院費、薬
剤費などの窓口支払いの上限を、所得に
応じて月額 1 万円または 2 万円として、
残りの費用を助成します。

■ 助成期間　原則 1 年以内（治療予定に合
わせた期間）

※申請される場合は、主治医と相談のうえ、
この助成制度を利用してください。

※詳しくは、お問い合わせください。
■ 問い合わせ　県富士・東部保健福祉事務

所地域保健課（☎ 0555-24-9035）

肝炎治療医療費助成制度

自殺予防のための相談
　『生きているからつらい』と悩まれている方、あなたの気持
ちを聴かせてください。

こころの健康相談統一ダイヤル ☎ 0
おこなおう
570− 0

まもろうよ
6 4 −5

こ こ ろ
56

（自殺防止電話相談）
平日（月〜金）午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4 時
夜間（火〜日）午後 4 時〜 10 時

賞状を受け取る長田稔彦さん
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夏休み短期水泳教室生徒募集　さあ !! 夏休み !! 水泳をはじめよう !! 

▶登録料　1,080 円（会員は無料）
▶会　費　5,400 円（5 日間）
※火曜日はお休みです。※送迎バスあります。

▶開催日
　①　7 月 21 日（祝・月）〜 26 日（土）
　②　7 月 28 日（月）〜 8 月 2 日（土）
　③　8 月 4 日（月）〜 9 日（土）
▶時　間　午後 0 時 15 分〜 1 時 20 分

2014 夏
新入会受付中 !!

上野原市民プール内
ふじスポーツクラブ
☎ 0554-63-6222

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※詳しくは、お問い合わせください。

●問い合わせ　
　福祉課子育て支援担当（☎62−3115）

子育てプレイルーム

子育て情報館 

有料広告

7 月の各種相談日

開催日時・場所

日　時

7月 9日（水）、23日（水）、30日（水）
午前9時〜正午
7月 2日（水）、16日（水）
午前9時〜午後３時

場　所 もみじホール2階会議室２

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 27 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

日曜大工のパパから プロの職人さんまで
町の便利なお店

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市税収納・納税相談 27 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

『たまひよママのお茶会』
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
　■ 日　時　　7月11日（金）午前10時〜正午
　■ 場　所　　コモア内一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
　■ 日　時　　7月18日（金）午前10時〜正午
　■ 場　所　　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
　■ 日　時　　7月25日（金）午前10時〜正午
　■ 場　所　　島田コミュニティセンター

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

竹内・山崎
金子

山崎

岡本・村田
石井

川合

協会非常勤・
牛島・清水

村田

清水
濱

※ 1

岡本・村田
進藤・三枝

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 宇野 杣津 宇野 宇野 宇野
小児心臓外来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外科・肛門外科
午前 ※ 3 吉田 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 宮本・松田 笠井 戸島 中島 須田

眼 科 午前 中込
※ 4 米山

（時間短縮）
館野 ※５大野

（予約）
※６大野

（時間短縮）
耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 山梨大非常勤 山梨大非常勤

※ 7 泌 尿 器 科 午前 / 午後 7/1・8・
15・22 7/5 午前

婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 清水

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條

※この案内は、6月19日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院　7 月の外来診療のご案内》●問い合わせ　市立病院（☎ 62 − 5121）

★山梨県の小児医療体制等に基づき、小児科の夜間・休日診療等は、従来通り「富士・東部小児初期救急医療セ
ンター」で行っており、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応を行っています。当院の小児科医は、他
病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたりますので、ご理解とご協力をお願いします。

●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の受診がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は午前中に内科の通常診療を行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
　※ 1　的野、谷崎医師が隔週交代で診療を行います。
　※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
　※ 3　外科の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 4　眼科の米山医師の初診開始時間は午前 9 時 30 分からです。
　※ 5　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
　※ 6　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
　※ 7　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師7月5日（土）午前、村石医師7月1日（火）、8日（火）・15日（火）・
　　　　  22日（火）】。なお、初診の受付は、午前が 10 時、午後の診療を行う日は、午後 3 時までとなります。

よしず・すだれ・
サンシェード
入荷しました !!

網戸の張替えもお早めに !!

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 10 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

定 例 人 権 相 談 10 日（木）・25 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 22 日（火）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 17 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

『子育て支援センター』
子育て支援センターとは、親子が自由に遊ぶことが

でき、親同士の交流や情報の交換、相談などができる
場所です。

■ 対象者　就学前の児童と保護者、妊婦、子育て支援　
　　　　 　活動を行う者
■ 日　時　平日　午前８時 30 分〜午後 4 時 30 分
■ 場　所　巌保育所内
■ 利用料　無料
■ 問い合わせ　子育て支援センター（☎ 62−6201）

金物・土木建築資材・塗料・
水道部品・物置・家庭用品・
ガラス修理・網戸張替え

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!
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婚
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大
目
地
区

安
藤
勝
重
（
隆
）、米
山
正
子
（
充
）、

岡
部
三
美
（
佐
藤
正
司
）

甲
東
地
区

和
智
二
郎
（
央
光
）、
和
智
道
枝

（
尾
形
光
三
）、
市
川
好
子
（
正
人
）

巌
地
区

鬼
木
奈
津
子
（
秀
夫
）

島
田
地
区

梶
原
貴
夫
（
弘
行
）、
安
藤
武
子

（
秀
希
）、
関
戸
要
子
（
誠
）

上
野
原
地
区

村
瀨
明
（
君
子
）、
諸
角
三
重
子

（
安
藤
政
道
）、安
留
忠
則
（
信
行
）

棡
原
地
区

土
屋
伊
一
（
啓
一
）、
石
井
千
江

（
文
夫
）

秋
山
地
区

加
藤
き
ん
子
（
一
男
）

巌
地
区

加
藤
太た

く
み與
（
竜
太
）、
三
橋
侑ゆ

い依

（
智
）

上
野
原
地
区

石
井
稜り

ょ
う
ま真
（
夏
希
）、
尾
﨑
斗と

う
や哉

（
明
人
）、
若
林
弦げ

ん

（
真
紀
）、
小
俣

拓た
く
み巳
（
伸
介
）、金
丸
泰ひ

ろ
と斗
（
浩
明
）、

山
下
和わ

か花
（
充
）

棡
原
地
区

大
窪
凌り

ょ
う
が牙
（
昭
典
）

島
田
地
区

中
島
裕=

梶
原
裕
子

小
池
紘
史=

小
池
友
美　

上
野
原
地
区

羽
田
真
琴=

平
馬
有
紀

水
越
秀
行=

伏
見
至
乃

一
般
書

◇
『
雪
の
香
り
』

　

塩
田
武
士
／
著　
文
芸
春
秋

◇
『
戌
亥
の
追
風
』

　
山
本
一
力
／
著　
集
英
社

　
児
童
書

◆
『
し
ゅ
く
だ
い
さ
か
あ
が
り
』

　

福
田
岩
緒
／
著　
P
H
P
研

究
所

◆
『
ダ
ッ
シ
ュ
！
』

　

村
上
し
い
こ
／
著　

講
談
社

絵
本

○
『
わ
ら
う
ほ
し
』

　

荒
井
良
二
／
作　
学
研
教
育
出

　
版

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

問い合わせ　

総務課行政防災担当（☎
62-3117）（上野原市男女
共同参画推進委員会）

スマイル
ニュース

♯94
今年もおもしろい !

って評判の上野原市

の寸劇を今年こそ見

に行こうっと！

婚
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Uenohara kids 

Seishun‒ing

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の
主役

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

大鶴地区	 中村  優
ゆ う が

雅くん  （4歳 2か月）
	 　　  飛

ひしょう

翔くん（0歳 10か月）

　　　彰宏さん、友絵さんの長男・二男
“仲よし兄弟 !! これからもすくすく大きくなってね♡”

「
物
づ
く
り
」を
通
じ
て

大
正
13
年
6
月
生
ま
れ
で
、
90

歳
に
な
る
長
田
初
枝
さ
ん
。

時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に

と
は
じ
め
た
物
づ
く
り
。
こ
れ
ま

で
五
円
玉
で
つ
く
る
宝
船
や
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
る
ペ
ン
た
て
な
ど
を

作
っ
て
き
た
。
先
日
行
わ
れ
た
八

重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
で
は
、
傘

を
模
し
た
紙
細
工
を
つ
く
り
、
参

加
選
手
に
記
念
品
と
し
て
渡
し
た
。

長
田
さ
ん
は
、『
選
手
が
紙
細

工
を
受
け
取
っ
て
く
れ
た
時
に
見

せ
る
、
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
る
の

が
幸
せ
』
と
話
す
。

来
年
は
、
一
つ
で
も
多
く
の
紙

細
工
を
つ
く
り
選
手
に
渡
し
た
い

と
素
敵
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
。

The Face of
ザ　フェイス　オブ　ウエノハラ

Uenohara kids 

Seishun‒ing

Nadeshiko

アイ　エヌ　ジー

なでしこ

Uenohara

わが家の
主役

長
お さ だ

田初
は つ え

枝
（棡原地区用竹在住）

♯23

さん

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

日
本
の
男
女
格
差
に
驚
き

5
月
31
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
で

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
山
梨
県
立
大
学

名
誉
教
授
の
池
田
政
子
先
生
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
講
演

会
に
参
加
し
た
方
の
感
想
の
一
部

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
感
想
①
》

男
女
の
差
を
つ
く
っ
て
い
た
の

は
、
女
性
も
一
因
だ
と
知
っ
て
改

め
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

子
育
て
を
し
て
い
る
う
え
で
、

自
分
自
身
も
知
ら
ず
に
言
葉
や
態

度
に
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
と

反
省
し
ま
し
た
。
私
に
は
、
男
の

子
と
女
の
子
の
子
ど
も
が
い
る
の

で
社
会
の
一
員
と
し
て
心
し
て
向

き
合
お
う
と
思
い
ま
し
た
。

《
感
想
②
》

私
は
、
息
子
と
娘
の
３
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
講
演
会
は
、
男
女
共
同

参
画
の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
て
、
と
て
も
た
め
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
、
将
来
、
娘
が
妊
娠
、
出

産
し
て
も
、
社
会
で
優
遇
さ
れ
、
息

子
が
配
偶
者
と
協
力
す
る
こ
と
が

「
あ
た
り
ま
え
」
と
考
え
る
一
歩
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
う
え
の
は
ら
6
月
号
12
頁

市
長
の
ひ
と
り
ご
と
の
な
か
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

《
誤
》　
1
7
0
m２

　
　
　
↓

《
正
》　
1
7
0
㎞２

上野原地区	 氏家  優
ゆうせい

晴くん  （5歳 9か月）
	 　　  昊

こうせい

靖くん（4歳 0か月）
	 　　  聖

せいりゅう

隆くん（0歳 8か月）
　　　芳生さん、幸子さんの長男・二男・三男

“兄弟仲良く、スクスク育ってね！”

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に

希
望
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（
　
）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護

者
、
死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
5
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 映画鑑賞会 親子文芸講座 リンデンドーム朗読館

タイトル名 「ピーターパン」 『としょかんのよる』
ほか

「落語ビデオ・三遊
亭小遊三」 「押し花教室」 「二十四の瞳」

開 催 日 7月 12日（土） 7月 19日（土） 7月 20日（日） 7月 26日（土） 7月 27日（日）

時 　 間 午前10時〜11時15分
午後 2時〜 3時 15分 午後 2時 30分〜 午後 2時〜 3時 午後 2時〜 午後2時〜

そ の 他 − 協力 たんぽぽの会 協力 上野原朗読の会 講演会の様子
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